　　　　　　カオリ

「ラン…」

不意に呼ばれたその名前、

呼ばれなくなって久しいその名前、

なぜ…？

なぜ、彼がオレの本名をしっているのだろう…？

「アヤ、なんかランの香りがするぞ。」

ラン、蘭（はな）のことか…。

少しがっかりしている自分がいる、

ホントはオレは…。

「…ああ、さっき運んでいた。」

「花の移り香かあ…。」

ヨージが近づいてくる。

少し香りを楽しんだ後、少し離れて笑う、

「男なら、女の移り香の一つでもないとな、

　オレみたいに。」

自慢気に笑うそのカオ、

　　　口説いて落ちない女はいないのが自慢…

　　　なら…

「くだらない。」

全てを含めたその台詞、

かろうじて声になる、

ヨージは笑い顔をやめ、少しまじめなカオでオレを見た、

そして…

「…悪くないな…ランの香り…。」

「……っ！！」

オレはずっと「アヤ」と呼ばれることで自分を保っていたのかもしれない。

ずっと抑えていた「ラン（自我）」が目覚める…。

ずっと呼ばれたかったその名が…目覚める…。

「…移してやろうか…、」

「あ？」

「…ラン（オレ）の香り…。」

オレはヨージの右耳に囁いた…。

目の前でヨージの柔らかい黒髪が揺れている。

「いいねえ…美人の移り香は、嬉しいよ。」

ヨージはオレの体に腕を回す、

自分の体は決して小さくはない、

ヨージだって、背は高いが、でかいわけでもない、

なのにすっぽりこの腕に収まってしまう自分が不思議に思える。

ヨージはオレの期待以上のところまで迫ってきた…

そこでやっとオレは気づく…

…花の香りなら花屋の香りでごまかせる…。

　だからオレを受け入れてくれた、

そのことに…。

だが、

それでも、…かまわない…。

「…お前、いつも花の香りがするよな…

　ただの花屋の香りだ…。

　…自分の香りを持てよ、アヤの香り、

　でなきゃ……意味がない。」

「…ヨー…ジ…。」

その「意味」という言葉の意味をオレはしばらく考えた。

オレの期待している「意味」で合っているのか？

そう聞くのは、ためらわれた…。

「…ヨージの香りがする…。」

「…オレに一番近づいた人の為だけの香りだ…、」

耳元で聞こえるヨージの声、

少し軽めのクチヅケと、力強い抱擁、

そして…

ランの香りに負けない、

したたかで、それでいて控えめな香り…。

…クラクラする…。

意識をすればすぐにわかる、

ヨージの髪も、服も、体も、その吐息でさえ、

どことなく違う、けど、同じ香り…ヨージの香り…。

「この香りに…なりたい…。」

「…いいぜ、…そこまで、くっつけよ、

　オレの香りを…つけてくれ…、

　それを、アヤの香りに…。」　

かすかに、ヨージの香りが、ランの香りと混ざる、

微妙な…心地好い香り…

オレ達の香り…、

この香りが、この部屋を満たせばいい…、

…そう思った…。　　

